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研究の背景

県内のIoPクラウドを用いたデータ農業の推進

・クラウドを通して農業データの共有、企業参画

　→情報管理業務の負担が増加

　

組織内の農業データを管理する

扱いやすい仕組みが必要



研究の目的

組織内の農業データを管理する仕組みが必要

農業データを安全かつ容易に
管理・共有できるシステムを提案

管理業務の負担軽減、効率化



提案するシステム

情報集約サーバ

データベース

管理者
参照・共有

情報入力

ユーザ端末

施設内情報

無線LAN通信

テキストデータと
して入力

解析して登録

情報からメタデータ抽出、付与を行い分類



形態素解析による単語抽出

・名詞を抜き出して付与



提案するシステム

・実際に登録される情報例

情報登録時のユーザ側の操作はテキストの入力のみ

メタデータ 時刻 登録者 内容 備考

農協
肥料
取引

13:00 ジュウニ 農協より肥料の取引について連絡あり。

タバコカスミカメ 13:30 ジュウイチ ハウス内のタバコカスミカメの数が減少傾向。

・情報の分類、格納までをシステム側で行う。
　　→管理方法を統一、負担軽減



アカウント管理

・アカウント

　‐発行、管理など

　‐システム管理者が行う

・アクセス制限

　‐アカウント発行時に権限付与



アクセス制限

データベース

農業
データ

メタデータ

管理者 従業員1

参照

追加

農業データの
登録

農業データの
参照

参照

・テキスト入力時に抽出されるメタデータより判断

メタデータ登録権
限あり

メタデータ登録権
限なし



アクセス制限
•参照、共有への権限

データベース

農業データ

メタデータ

管理者 従業員1 技能実習生1

参照

共有

参照

共有

参照

共有 権限なし



アクセス制限
•参照、共有への権限

データベース

農業データ

メタデータ

管理者 従業員1 技能実習生1

参照

共有

参照

共有

参照

共有 権限なし

・ユーザに権限を付与して情報を管理
・情報の安全性を確保



まとめ

・結論

　‐扱われる情報の整理、システム検討、設計

　‐農業データの管理共有システムの提案

　‐情報管理負担軽減、安全性の確保



まとめ

•今後の課題

　‐実装に伴う問題の整理

　‐効率向上のため、UIの拡充



• なんのために

　農業データを安全に容易に管理共有するため

・得られる効果　

　農業データを安全に容易に管理共有できる

　　効率的な農業、業務の負担軽減

・なにした

　システムを提案した、構成を考えた　設計を途中まで

・実現したこと

　

　


